
　
昨
年
10
月
7
日
、
ガ
ザ
地
区
を
統
治
す

る
ハ
マ
ス
が
周
到
な
準
備
の
上
で
イ
ス
ラ

エ
ル
に
仕
掛
け
た
大
規
模
な
奇
襲
攻
撃
に

対
し
、
ハ
マ
ス
を
テ
ロ
組
織
と
す
る
イ
ス

ラ
エ
ル
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
は
ハ
マ
ス
根

絶
を
公
言
し
て
大
規
模
な
軍
事
作
戦
に
訴

え
、
2
4
0
0
0
人
以
上
の
死
者
（
そ
の

多
く
は
女
性
と
子
供
）
を
生
み
出
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
が
置
か
れ
て
き
た
悲
惨
な
歴

史
を
理
解
す
る
国
際
世
論
は
イ
ス
ラ
エ
ル

を
非
難
し
て
い
る
（
南
ア
フ
リ
カ
は
国
際

司
法
裁
判
所
（
I
C
J
）
に
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
提
訴
）。

　
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
際
社
会
の
イ

ス
ラ
エ
ル
批
判
の
対
象
は
反
撃
行
動
自
体

で
は
な
く
、
反
撃
の
中
身
だ
。

　
南
ア
フ
リ
カ
は
I
C
J
陳
述
で
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
反
撃
が
自
衛
の
範
囲
を
逸
脱

し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
違
反
す
る
と

論
じ
た
。
中
国
も
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
行
動

は
自
衛
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
」
と
批
判

し
た
。
ロ
シ
ア
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
自
衛

権
行
使
の
権
利
を
認
め
つ
つ
、
ハ
マ
ス
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
残
虐
性
」・「
残
酷
性
」

を
等
し
く
批
判
し
た
。

　
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
際
的
合
意
が

存
在
す
る
「
二
つ
の
国
家
」
実
現
に
よ
る

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
解
決
だ
。

　
国
連
総
会
は
1
9
4
7
年
11
月
に
パ
レ

ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
と
ア
ラ
ブ
人
国

家
を
樹
立
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
建
国
強
行
（
1
9
4
8
年
）

に
反
発
し
た
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
と
の
数
次
の
戦
争
を
経
て
、
最
終
的

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機

構
（
P
L
O
）
と
の
間
で
「
二
つ
の
国

家
に
よ
る
解
決
」
が
原
則
合
意
さ
れ
た

（
1
9
9
3
年
の
オ
ス
ロ
合
意
）。

　
し
か
し
「
二
つ
の
国
家
」
実
現
は
茨
の

道
だ
。
P
L
O
指
導
部
は
腐
敗
・
汚
職
に

ま
み
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
社
会
か
ら
見
放

さ
れ
て
い
る
。
米
西
側
諸
国
、
中
東
諸
国

支
配
層
は
ハ
マ
ス
の
武
力
闘
争
路
線
を
警

戒
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人
入
植
地
、

東
エ
ル
サ
レ
ム
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
帰
還

な
ど
、
具
体
的
難
問
も
山
積
す
る
。

　
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
政

策
変
化
の
可
能
性
だ
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
世
論
は
ハ
マ
ス
壊
滅

作
戦
を
支
持
し
、「
二
つ
の
国
家
」
を
拒

否
す
る
が
、
国
際
的
非
難
転
嫁
の
た
め
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
退
陣
を
要
求
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
後
継
政
権
及
び
世
論
が
「
二
つ

の
国
家
」
同
意
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き

る
か
否
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

　
第
四
の
ポ
イ
ン
ト
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

及
び
イ
ラ
ン
の
去
就
だ
。

　
サ
ウ
ジ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
サ
ウ
ジ
の

国
交
を
通
じ
た
中
東
の
平
和
と
安
定
を
目

論
む
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に
同
調
し
つ
つ
、

国
交
実
現
の
見
返
り
に
パ
レ
ス
チ
ナ
建
国

の
確
約
を
要
求
す
る
。
イ
ラ
ン
は
イ
ス
ラ

エ
ル
の
存
在
自
体
を
認
め
ず
、
ハ
マ
ス
の

武
装
闘
争
路
線
を
支
持
す
る
。
サ
ウ
ジ
と

イ
ラ
ン
は
中
国
の
仲
介
で
関
係
改
善
を
進

め
て
い
る
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す

る
立
場
の
違
い
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
中
東
の
平
和
と
安
定
は
画
餅
に

帰
す
る
。

　
第
五
か
つ
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は「
猫（
ア

メ
リ
カ
）
に
鈴
を
つ
け
る
」
こ
と
だ
。

　
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ハ
マ
ス
壊

滅
作
戦
を
支
持
す
る
。
そ
の
中
東
政
策
の

要
は
イ
ラ
ン
敵
視
に
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ

を
含
む
中
東
問
題
の
解
決
に
は
ア
メ
リ
カ

の
政
策
の
根
本
転
換
が
不
可
欠
だ
。今
後
、

中
ロ
、
中
東
諸
国
が
「
猫
の
鈴
付
け
」
役

を
担
え
る
か
ど
う
か
で
、「
二
つ
の
国
家
」

実
現
可
能
性
を
含
め
、
中
東
情
勢
は
大
き

く
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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